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プロジェクト名称 

すみだの`巣`づくりプロジェクト  
 

プロジェクト活動概要 
下町情緒あふれる墨田区は、路地文化が今なお残る貴重なものである一方、老朽化した木造建築物が密

に建ち並び災害の危険性が高い地域も存在します。私たちは「防災」という地域の共通課題をきっかけに
すみだのまちの魅力を守りながら、福祉・医療、地域住民、商店街など多くの人と連携し、様々なつなが
りをつくる学生らしいまちづくりを行っていきます。 

 

プロジェクト終了後に目標とする成果・結果 / その進捗
① 活動終了時点での協力団体を 10以上とし、つながりの構築の指標とします。 

活動開始時 5団体であった協力団体は、現在 13団体となり、10団体以上という目標数値を達成
しました。協力団体には地域住民や福祉、医療、商店街など幅広い分野の団体があり、様々な連携
の形態を取り、活動を行っています。今後も様々な団体と連携し、活動を行っていきます。 

② 地域イベントの参加者にアンケートを行い、地域の防災意識、まちづくり意識の向上度を全体参加
者の 80％以上とします。 
これまで行った地域防災イベントで参加者 40名に対してアンケートを行った結果、地域の防災

意識、まちづくり意識の向上度は 100％でした。今後も地域の防災意識、まちづくり意識向上を図
る地域イベントを継続的に行っていきます。 

③ NPOと企業と連携した防災ものづくりを行い、試作品を作成し、新たなビジネスモデルの基盤をつ
くります。 
現在、「普段持ち運ぶことができる防災グッズ」をコンセプトに NPO燃えない壊れないまち・す

みだ支援隊と企業とともに協議を行っています。第一弾は防災 MAPを活用したものづくりで、現在
企画を構想しています。 

 
活動状況報告＆活動写真           活動期間：2016 年 6 月 23 日 ～ 10 月 7 日 

 8月 3，4日(水・木) 盆踊り大会の手伝い 【写真 1】 
⇒学生×地域住民 
盆踊り大会のお手伝いをして、地域の多くの方々とコミュニケーションを取りました。地域の小さ

な盆踊り大会でしたが、元気な小学生や多くの町会の方と交流をしました。 
 8月 6日(土) 地域交流イベントたまかわマルシェ＆防災相談会 【写真 2】 

⇒学生×道の駅たまかわ×NPO燃えない壊れないまち・すみだ支援隊 
福島県玉川村の道の駅たまかわと NPO燃えない壊れないまち・すみだ支援隊が企画する地域交流

イベントたまかわマルシェ(野菜販売会)の手伝いと並行して、私たちが企画した防災相談会を行い
ました。防災相談会では多くの方が「2ｋｍ先にある避難場所まで逃げられる自信がない」とおっし
ゃっていました。今回の防災相談会の内容も踏まえ、10月 8日(土)の防災遠足を企画中です。 
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 8月 11、25日(木) 夏休み宿題 DAY(防災工作教室)  【写真 3】 

⇒学生×(株)高久産業×NPO燃えない壊れないまち・すみだ支援隊 
 小学生を対象に、８月 11日・25日の 2日間開催しました。夏休みの宿題のお手伝いと、「楽しみ
ながら防災を学んでもらう」をコンセプトとした防災工作を行いました。防災袋・メッセージボード
のデコレーション、防災クイズを行い、イベント後のアンケートでは参加した小学生全員が「楽しか
った」と答えてくれました。 

 9月 3日(土) キラキラ橘商店街夜市  【写真 4】 
⇒学生×キラキラ橘商店街×クリエイトケア(すみまめカフェ) 
年に一度キラキラ橘商店街で行われる夜市のお手伝いをしました。顔を緑にしたお兄さんの紙芝

居やカラオケ大会など商店街の手作り感と下町の人情を感じつつ、地域の多くの方々とコミュニケ
ーションを取りました。 

 9月 16、21日(金・水) みまもり DAY(高齢者防災講座)  【写真 5】 
⇒学生×むこうじま高齢者みまもり相談室×NPO燃えない壊れないまち・すみだ支援隊 
 墨田区に関する防災講座の開催と、災害時に役立つかかとつきスリッパと紙コップ作りを行いま
した。総勢 25人の参加者と、和やかな雰囲気で楽しみながら防災について学びました。 

 9、10月 防災遠足の検討 【写真 6】 
⇒学生×むこうじま高齢者みまもり相談室×墨田区医療・福祉連携会合連携連絡部会×NPO燃えない 
壊れないまち・すみだ支援隊 
10月 8日(土)に行う防災遠足の検討を医療・福祉関係者、NPOとともに行っています。高齢者が

避難場所に実際に避難することができるのかなどを想定し、ケアマネジャー、看護師、行政などが入
り、様々な視点で対策を検討中です。現在は、予行練習も終わり、最終調整をしています。10月 8
日(土)の報告は次回記載します。 

 

 
写真 1 盆踊り大会        写真 2 防災相談会      写真 3 夏休み宿題 DAY 

 
写真 4 キラキラ橘商店街夜市     写真 5 みまもり DAY      写真 6 防災遠足の検討
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今後の活動計画、目標、意気込み 
 10月 8日(土) 防災遠足 (雨天延期：10月 29日(土)) 

⇒学生×むこうじま高齢者みまもり相談室×墨田区医療・福祉連携会合連携連絡部会×NPO燃えない 
壊れないまち・すみだ支援隊 
これまで、地域の方々から「どこに避難すればいいかわからない」「1 人で避難できるかわからな

い」という声を多く聞きました。その疑問にお答えするため、楽しみながら実際の避難経路を歩くこ
とで避難場所と自身の避難行動を確認するイベントを行います。協力団体には福祉・医療・防災・ま
ちづくりなどの様々な活動団体がおり、それらの方々と協力しながら、多くの方が楽しめるイベント
を行います。 

 11月 13日(日) 防災訓練 
⇒学生×地域住民×NPO燃えない壊れないまち・すみだ支援隊 
 高齢化が進む地域の防災訓練に学生が参加することで、子供から大人まで楽しむことができ、より
効果的な防災訓練を行います。 

 11月 地域交流イベントたまかわマルシェ＆防災相談会 
⇒学生×道の駅たまかわ×NPO燃えない壊れないまち・すみだ支援隊 

8月に行った地域交流イベントと同様に、福島県玉川村の道の駅たまかわと NPO燃えない壊れな
いまち・すみだ支援隊が企画する地域交流イベントたまかわマルシェ(野菜販売会)の手伝いと並行
して、私たちが企画した防災相談会を行います。地域の方々から防災に関する相談を受けることで地
域住民は何に困っているかを把握し、今後の活動に繋げます。 

 1月 冬休み宿題 DAY 
 8月の夏休み宿題 DAYは多くの小学生に参加してもらいました。冬休みも宿題をやりながらの交
流や防災工作･実験講座を行うことで小学生が楽しく学べる防災学習を行っていきます。 

 2月 カエルキャラバン 
 全国各地で行われているカエルキャラバン※と連携し、子供の楽しめる防災訓練を行います。多く
の協力団体と協力し、企画中です。 
※カエルキャラバン…「防災訓練」と「おもちゃの交換会」を MIXさせたイベント。子供たちが楽しみながら防災を 

学ぶことができます。(URL: http://kaeru-caravan.jp/)  

 防災ものづくりの検討＆試作品作成 
 みなさんは防災グッズを普段持ち歩いていますか？多くの方は防災グッズを普段持ち歩けていな
いと思います。そこで普段も持ち運べて非常時にも役立つ防災グッズを地元企業や NPO燃えない壊
れないまち・すみだ支援隊などと開発しています。第一弾は防災MAPを活用したものづくりで、現
在企画を構想しています。 

 
 今後も多くの協力団体とともに、「防災」というテーマでまちづくりを行っていきます。 

http://kaeru-caravan.jp/

